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Anguttara Nikaya にみ られる出家者 と在家者の役割

Etadaggavaggaに お け る 「是 第 一 弟 子 」 を 中 心 と して

Chaowarithreonglith Bunchird

 有 名 な 仏 弟 子 の ま とめ 方 とい え ば,北 伝 仏 教 で は 「十 大 弟 子 」 が 思 い 浮 ぶ で あ

ろ うが,南 方 仏 教 で は,「 八 十 大 弟 子 」(Asitimahasavaka)が よ く知 られ て い る.両

方 と も,出 家 者 で あ る比 丘 につ いて 重 視 す る もの で あ る.と ころ が,出 家 者 だ け

で な く,在 家 者 も含 ま れ る仏 弟 子 の ま とめ 方 も存 在 す る.そ れ は,サ ー リ プ ッタ

は智慧 第 一,モ ッガ ラ ー ナ は神 通 第 一 とい う よ う に,何 か の専 門 的 な 能 力 や 特 性

を もつ75人 の仏 弟 子 を,Anguttara NikayaのEtadagga vaggaの 中 に ま とめ た も の

で あ る.本 稿 で は,こ れ らの仏 弟子 の こ とを,「 是 第 一 弟 子 」 と呼 ぶ こ とにす る.

  1.経 典 に 見 られ る 「是 第 一 弟 子1

是 第 一 弟 子 の こ とを直 接 述 べ る経 典 は,次 の とお りで あ る.

 ①Anguttara Nikayaのαの'Etadagga vagga'1)(以 下 は, EV)

 ② 『増一 阿含経』2)(「弟子品」 「比丘尼 品」 「清信 士品」 「清信 女品」)

 ③ 『阿羅漢具徳経』3)(以下,『 具徳 経』)

EVの 内容 は具 体 的 に どの よ うな 記述 に な っ て い るか を簡 略 に示 して お く.

Etad aggam bhikkhave mama savakanam bhikkhunam rattannunam yadidam Annakondanno. 

mahapannanam yadidam Sariputto ......

(比丘達 よ,我 の弟子で あ る比丘 達の中で,出 家 して久 しい者たち の第一・はア ンニ ャコー

ンダンニャである.大 智慧 ある者 たちの第一 はサー リプ ッタであ る.…)

(AN.1,p.23ff.)

上 の 引 用 を見 て わ か る よ う に,こ の経 典 の 内 容 は,た だ 是 第 一 弟 子 の 名 前 と彼

らの 専 門 的 な 能 力(や 特性)を 並 べ て い るだ け で,実 に名 前 の リス トに近 い も の

で あ る.ま た,こ の比 丘 の部 分 の 後 に,同 様 に是 第 一 弟 子 とさ れ る比丘 尼,優 婆
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塞,優 婆 夷 も順 に列 記 され て い る.『 増 一 阿含 経 』 と 『具 徳 経 』 も同様 で あ る.

◎ 是 第 一 弟 子 の 人 数 の 比 較:是 第 一 弟子 の 人 数 は,経 典 に よっ て は大 き い相 違

が 見 られ る.漢 訳 伝 承 に お い て そ の 人 数 は,EVよ りも大 き く上 回 っ て い る.以

下 は,そ の'合 計 人 数(比 丘,比 丘尼,優 婆塞,優 婆夷)'と い う形 で 示 す.

EV:75人(41人,13人,11人,10人),

『増一 阿含経 』:223人(101人,50人,40人,32人4)),

『具徳経 』:153人(99人,15人,22人,17人)

◎ 経 典 の 内 容 の比 較:こ の 三 つ の経,典の 内容,つ ま り是 第 一 弟 子 の'個 人 名'

と'そ の 能 力'は どの程 度 に 合 致 して い る か を厳 密 に検 討 す る.EVを 基 に して,

そ れ と合 致 す る もの を漢 訳 経 典 の 中 か ら選 出 す る とい う方法 で検 討 す る5).

上 の表 を考 察 す る と,こ の三 つ の経 典 の 内容 は よ く一 致 して い る こ とが わ か る.

EVの 内 容 は,そ の8～9割 以 上 は,『 増 一 阿含 経 』 と 『具 徳 経 』 の 中 に見 出 す こ

とが で き る.い わ ば,こ の 三 つ の 経 典 は 同一 の源 泉 か ら発 して,漢 訳 伝 承 の 方 で

は,是 第 一・弟 子 の人 数 は著 し く付 加 され て い る と推 定 で き る.ま た,こ の 三 つ の

経 典 の 中 で,も っ と もそ の源 泉 に近 い もの はEVで あ る と考 え られ る.

2.Manorathapuraniと 『分 別 功 徳 論 』

EVと 『増 一 阿含 経 』 に は,順 にManorathapurani(AA)と 『分 別 功 徳 論 』 とい

う註 釈 書 が 現 存 し,そ れ ぞ れ,是 第 一・弟 子 の'伝 記'を 伝 え て い るた め,こ の 両

註 釈 書 を比 較 して,是 第 一 弟子 の'伝 記'の 共 通 点 を探 っ て み た い6).

AAで は,EVの 是 第 一 弟 子 の全 員 を註 釈 して い るが,『 分 別 功 徳 論 』 で は,『 増

一 阿含 経 』 の223人 の うち
,60人 しか 註 釈 さ れ て い な い.こ の 両 註釈 を比 較 して

み る と,『 分 別 功 徳 論 』 が 註 釈 す る60人 の う ち,そ の個 人 名 がAAと 合 致 して い

るの は33人 で あ る.ま た そ の33人 の う ち,そ れ らの伝 記 に関 す る記 述 が あ るの

は,25人 で あ る.と す る と,『 分 別 功 徳 論 』 が 伝 承 して き た この25人 の 是 第 一 弟
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子の伝記と,AAが 伝えてきたその25人 の伝記 との比較によって,20人 ぐらいも7)

の伝記が類似 していることがわかる.な お,こ この 「類似」 とは,両 註釈書の問

に同じ原本や同じ表現を持っていることを指すのではなく,た だ是第一弟子の伝

記の中に,そ のス トーリーやその骨子が同じであることを意味している.

このようにして,南 北両伝にそれぞれ伝わってきた是第一弟子の伝記の間には,

かな りの共通点があるとい うことは,両 註釈書のソースは同じであるか,ま たは

同じ内容を持つ ものであろう.つ まり,そ のソースが早い年代に成立し,南 北両

伝に伝承 されてきたと考 えられる.

3.出 家者 と在 家者 の役 割

別の視点で見てみると,経 典に見 られる是第一一弟子は,比 丘,比 丘尼,優 婆塞,

優婆夷にとって,仏 教教団の手本であり,そ れらの能力 ・特性は見習われるべき

ものとも言える.従 って,是 第一弟子の専門的な能力を,出 家者 と在家者 ごとに

分けて考察すると,出 家者 と在家者の行 うべき役割 として理解することもできる.

是第一・弟子の能力 ・特性を分けてみると,次 の表のとおりである.

上 の 表 を見 る と,比 丘 に は,「 説 法 ・口伝 」 に関 わ る もの が 最 も多 く,優 婆 塞,

優 婆 夷 に は,「 教 団 運 営 ・布 施8)」 に 関 わ る もの が 最 も多 い こ とが わ か る.つ ま り,

EVが 単 な る仏 弟 子 の 名 前 の リス トだ け で は な く,仏 弟 子 の役 割 を 示 して い る も

の と して 捉 え て見 て み る と,出 家 者 の役 割 は,仏 陀 の 教 え を伝 承 す る こ と に,在

家 者 の役 割 は,教 団 を支 え るた め の 布 施 を行 う こ と に あ る とい う こ と も読 み とれ

るの で あ る.
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今後はこの是第 一・弟子の伝承がどのようにして成立したか という問題を解明す

るために,TheragathaやApadanaやAsokavadanaな どとの関連 も視野に入れて研

究を進めたい.

【付記】拙稿 は,大 谷大学任期制助手の清水洋平氏からの多大 なる協力を得た.

この場を借 りて甚深の謝意を表す る.

1)AN.I,pp.23-26。

2)T02,pp.557a-560c;『 増 一 阿 含 経 』 の所 属 部 派 に つ い て は,静 谷 正 雄 「漢 訳 『増 一 阿

含 経 』 の 所 属 部 派 」(『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』43号,1973)pp.54-59に よ れ ば,大 衆 部,

法 蔵 部,説 一 切 有 部 とい う可 能性 が考 え られ る とい う.

3)T03,PP.831a-834b.

4)本 稿 で は,「 難 陀 難 陀 婆 羅 」 とい う名 前 を 「難 陀 」 と 「難 陀 婆 羅 」 に分 け て二 人 と見

る.『 具徳 経 』 で もDivyavadana(EB.Cowell&R.A.Neil,1886)p.392で も二 人 と して い

る こ とが そ の根 拠 で あ る.

5)`個 人 名'ど`能 力'の どち らか が 一 致 す れ ば 「合 致 す る もの 」 と し,ど ち ら も一 致

しな い 場合 は 「合 致 しな い もの 」 とす る.

6)森 祖 道 「OntheFen-bie-gong-de-lun(分 別 功 徳 論)」(『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』37号,

1970)pp.32-38(L)に よ る と,『 分 別 功 徳 論 』 はAAと 直 接 的 な 関 係 を持 っ て い な い とい

う.こ の 見解 に つ い て,筆 者 も賛 同 す る.

7)類 似 して い る と判 断 で き る17人(優 陀 夷,優 留 毘迦 葉,羅 叱 婆 羅,大 迦 旃 延,大 目

腱 連,二 十 億 耳,陀 羅 婆 摩 羅,軍 頭 婆 漠,賓 頭 盧,婆 拘 羅,優 波 離,難 陀,婆 陀,周

利 般 兎,拘 摩 羅 迦 葉,羅 雲,般 兎)に,あ る程 度 類 似 して い る3人(阿 那 律,離 曰,

鵬 耆舎)を 加 え る.

8)「 布 施 」 に つ い て は,仏 教 教 団 の外 部 か ら教 団運 営 を支 え る もの と して見 て い る.

〈キ ー ワ ー ド〉 仏 弟子,Etadaggavagga,『 増 一 阿 含 経 』,『阿 羅 漢具 徳 経 』,『分 別 功 徳 論 』

(大谷 大 学 大 学 院)
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from the Yogacarabhumi and the Sautrantika's Abhidharmakosabhasya in its 

criticism of the Sarvastivada school's theory that dharmas exist in past, pres-

ent, and future. 

85. The Role of Monks, Nuns, and Laity in the Anguttara Nikaya: 'the ex-

cellent disciples' in the Etadagga vagga 

Bunchird CHAOWARITHREONGLITH

In the Etadagga vagga of the Anguttara Nikaya(AN.I, pp.23-26)appear

many names of"the excellent disciples"  those who possessed special

skills or characteristics. For example, Sariputta was renowed for his pro-

found wisdom. The excellent disciples include not only monks, but also nuns

and laity. We find two other Chinese texts which correspond to the Etadagga

vagga. They are the Ekottarika Agama(T.2, pp.557a-560c)and.A1uohan jude

jing(阿 羅 漢 具 徳 経)(T.2 pp.831a-834b). The three sources do mention these

excellent disciples, although the numbers of excellent disciples mentioned

differ. However, after a comparative study on the excellent disciples'names

and skills, it can be said that these texts belong to the same origin.

In addition, the Manorathapurani and the Fenbie gongde lun(分 別 功 徳 論),

the commentaries on the Etadagga vagga and the Ekottarika Agama respec-

tively, include life stories of these excellent disciples, and they are also based

on the same original source.

 The stories of the excellent disciples exemplify the ideal Buddhist com-
munity where, as pointed out in the Etadagga vagga, monks' and nuns' role 

is to transmit Lord Buddha's teaching to the next generation, and laity's role 
is to give the Buddhist order their support. 

86. A Study of Dharmatasila 

Satoru HARADA 

The dkar chag lDMan dkar ma (A.D. 836) mentions 11 Tibetan translations 
of the Buddhist scriptures, which are translated by shus chen gyi lo tstsha ba
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